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第28回スポーツ産業学セミナー　開催について
　第28回スポーツ産業学セミナーを，下記のように開催いたします．多くの方々のご参加をお待ちしてお
ります．

Japan Society of Sports Industry

日本スポーツ産業学会　　　

学会ニュース № 95

・テーマ：「競技団体を起業する　－日本スポーツGOMI拾い連盟－」
・講師：馬見塚　健一　氏
プロフィール：�1967年鹿児島生まれ．大手広告代理店の営業を経て，プランナーとして数社の起

業を経験．2006年に循環型社会の構築に寄与する「深浸呼吸有限責任事業組合」
を設立．また2009年に「一般社団法人日本スポーツGOMI拾い連盟」を設立し，現
在代表理事を務める．

・日時：2015年10月26日㈪　19：00 ～ 20：30
・会場：筑波大学東京キャンパス文京校舎121教室
　　　　（東京都文京区大塚３－29－１）
・参加費：学会員：1,000円，非学会員：2,000円
・お申込み方法：日本スポーツ産業学会ホームページのお申込みフォームよりお願い致します．

・第52回理事会報告�…………………………………………………………………………………………………２
・第24回総会報告�……………………………………………………………………………………………………３
・事務局より�…………………………………………………………………………………………………………15
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り平成２６年度大会特別会計収支決算について説明
がなされ，続いて桂川監事より監査報告がなされ，
原案通り承認された．

議題４）平成２７年度事業計画
　平田理事長の指名により，北村理事より資料－
３に基づき平成２７年度事業計画が説明され，原案
通り承認された．なお，産学連携事業については，
『スポーツ・健康関係学部・学科との関係づくり・
連携に関する調査』の結果を踏まえて，平田理事
長直轄で推進することが確認された．

議題５）平成２７年度収支予算
　平田理事長の指名により，資料－４に基づき佐
野理事より平成２７年度一般会計収支予算（案）につ
いて，高橋理事より平成２７年度大会特別会計収支
予算（案）について説明がなされ，原案通り承認さ
れた．

議題６）会則の改正について
　平田理事長の指名により，北村理事より資料－
５に基づき説明がなされ，原案通り承認された．

議題７）監事の交代について
　平田理事長の指名により，北村理事より資料に
基づき説明がなされ，原案通り承認された．また，
桂川会員を顧問へ推薦することが承認された．

議題８）ホームページセキュリティの強化について
　平田理事長の指名により，北村理事より説明が
なされ，原案通り承認された．

議題９）�第２５回学会大会（平成２８年度）の開催に
ついて

　平田理事長の指名により，北村運営委員長より
第２５回学会大会は順天堂大学主管により東京都内
で開催する旨提案がなされ，これが了承された．

議題１０）その他
　平田理事長より第２５回総会の最後に学会賞なら
びに学会奨励賞の表彰が行われること，第５３回理
事会は冬季学術集会（愛知大学主管）と併せて平
成２８年２月１１日（木・祝）に愛知県豊橋市で開催
予定であることが報告された．

第52回理事会報告
日　時：平成２７年７月２５日㈯
　　　　１２時００分～１３時００分
場　所：東京大学　伊藤国際学術研究センター
　　　　３階「中教室」
出席者（敬称略）：
会　長　尾山　基
理事長　平田竹男
理　事　�井上智治，宇治橋貞幸，北村　薫，佐

野毅彦，高橋義雄，中村　潔（代理：
佐藤　潤），中村好男，藤原庸介，三
木谷浩史（代理：藤井　要），水野明
人（代理：水野利昭），武藤泰明

監　事　桂川保彦
オブザーバー
運営委員　�青山芳之，東　俊介，井上俊也，元

晶煜，澤井和彦，新戸明子，長倉富
貴，藤本淳也，松尾哲矢，間野義之，
矢島ますみ

文部科学省　八田聡史

　平田理事長による開会宣言後，尾山会長より挨
拶がなされた．
　続いて，理事会の成立（出席者１３名（含代理出
席），委任状提出者６名）が確認され，議事録署
名人として井上理事，藤原理事が指名された．

議題１）第51回理事会事録確認
　第51回理事会議事録が確認された．

議題２）平成26年度事業報告
　平田理事長の指名により，運営委員長である北
村理事より資料－１に基づき平成26年度事業報告
がなされ，原案通り承認された．また，松尾運営
委員より資料に基づき『スポーツ・健康関係学部・
学科との関係づくり・連携に関する調査』につい
ての報告がなされた．

議題３）平成26年度収支決算報告
　平田理事長の指名により，資料－２に基づき総
務委員長である佐野理事より平成２６年度一般会計
収支決算について，大会委員長である高橋理事よ
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　第４議題の平成２７年度収支予算について，資料
－４に基づき佐野理事より一般会計予算案につい
て，高橋理事より大会特別会計予算案について説
明がなされ，原案通り承認された．

５）会則の改定について
　第５議題の会則の改定について，北村理事より
資料－５に基づき説明がなされ，原案通り承認さ
れた．

６）監事の交代について
　第６議題の監事の交代について，北村理事より
資料に基づき説明がなされ，原案通り承認された．
また，理事会により桂川会員が顧問に推薦された
旨併せて報告された．

７）ホームページセキュリティの強化について
　第７議題のホームページセキュリティの強化に
ついて，北村理事より説明がなされ，これが承認
された．

８）�第２５回学会大会（平成28年度）の開催につい
て

　第８議題の第２５回学会大会（平成２８年度）につ
いて，北村理事より順天堂大学での開催が提案さ
れ，これが承認された．

９）学会賞表彰式について
　北村理事より学会賞受賞及び学会奨励賞の受賞
論文の紹介があり，尾山会長から受賞者へ賞状と
副賞の授与がなされた．受賞対象論文は以下の３
編であった．
○学会賞（副賞１０万円）
「Eco-Friendly�Attitudeと身体活動の関連」

荒木邦子（早稲田大学）
原田和弘（国立長寿医療研究センター）
塩田琴美（早稲田大学）
中村好男（早稲田大学）　共著
（スポーツ産業学研究第２４巻第１号掲載）

○奨励賞（副賞各５万円）
「�スポーツにおける個人・社会志向性と競技者
アイデンティティーの関連を基軸としたス
ポーツ・コミットメントモデルの検討」
萩原悟一（九州工業大学）

　平田理事長の閉会宣言があり，理事会を終了し
た．

以上

第25回総会報告
　日本スポーツ産業学会第２５回総会は，平成２７年
７月２５日１６時４０分より，東京大学　伊藤国際学術
研究センター　地下２階「伊藤謝恩ホール」にお
いて開催された．

１．総会の出席者
　第25回総会は，正会員62名（開会時）の出席，
28名の委任状により成立した．

２．議事の運営
　総会は，高橋義雄運営委員の開会宣言および司
会で開会され，尾山基会長の挨拶がなされた．
　引き続き，議長の選出が行われ，正会員から佐
野慎輔会員が推挙され，議事が進められた．
　なお，議案及び審議概略は以下の通りである．

３．議題
１）平成２６年度事業報告
　第１議題の平成２６年度事業報告について，運営
委員長の北村薫理事より資料－１に基づき説明が
なされ，原案通り承認された．

２）平成２６年度収支決算書報告
　第２議題の平成２６年度収支決算書報告につい
て，資料－２に基づき総務委員長の佐野毅彦理事
より一般会計収支決算報告について，大会委員長
の高橋義雄理事より大会特別会計収支決算報告に
ついて説明がなされ，続いて，桂川保彦監事より
資料に基づき監査報告がなされ，原案通り承認さ
れた．

３）平成２７年度事業計画
　第３議題の平成２７年度事業計画について，北村
理事より資料－３に基づき説明がなされ，原案通
り承認された．

４）平成２７年度収支予算
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公益社団法人スポーツ健康産業団体連合会
株式会社テクノバ
株式会社デサント
株式会社電通
株式会社東京ドーム
株式会社ナイキジャパン
阪神電気鉄道株式会社
株式会社平野デザイン設計
ホクエツ印刷株式会社
ミズノ株式会社
読売新聞東京本社
楽天株式会社
株式会社WOWOW

２．出版事業
・学会誌『スポーツ産業学研究』第24巻第２号（原
著論文８編，研究ノート３編）を平成26年９月
30日に，第25巻第１号（インタビュー，フォー
ラム１編，原著論文６編，研究ノート７編，コ
ラム）を平成27年３月31日に発行した．
・学会誌『スポーツ産業学研究』第24巻第１号（原
著論文６編，研究ノート３編）と第24巻第２号
の掲載論文を科学技術情報発信・流通総合シス
テム（J-STAGE）にて公開した．
・『学会ニュース』No.90（８月10日），No.91（９
月30日）を学会誌第24巻第２号と合本して発行
し，ウェブサイトに掲載した．『学会ニュース』
No.92（１月10日）とNo.93（３月31日）を学会
誌第25巻第１号と合本して発行し，ウェブサイ
トに掲載した．

３．学会大会の開催
・第23回学会大会（平成26年７月19日～ 20日，於・
一橋大学国立キャンパス）を開催した．
－参加人数

総入場者数222人（うち有料入場者数132人
（一般：88人，学生：44人））

－メインテーマ
2020年へ．そしてその後の世界へ向けて．

－�基調講演１「2020東京オリンピックに向けて」
青木昌彦（�スタンフォード大学名誉教授／

シニアフェロー）
－基調講演２「スポーツの経済学」

大竹文雄（大阪大学社会経済研究所教授）

磯貝浩久　共著
（スポーツ産業学研究第２４巻第１号掲載）

「�バスケットボール・トップリーグの企業クラ
ブとプロクラブにおける観戦型スポーツビジ
ネスの制度設計に関する比較研究：プロパ
ティ・ライツ理論による分析」
澤井和彦（桜美林大学）　著
（スポーツ産業学研究第２４巻第２号掲載）

　佐野議長の閉会宣言により，総会は閉会した．

以上

（資料－１）

平成26年度事業報告
　平成26年度の実施事業は以下の通りである．

１．学会組織の整備・充実・運営に関する事業
⑴会議の開催
・第24回総会を開催した（平成26年７月19日，於・
一橋大学国立キャンパス）．
・第50回理事会（平成26年７月19日，於・一橋大
学国立キャンパス）と，第51回理事会（平成27
年２月11日，於・大阪成蹊大学）を開催した．
・運営委員会を２回開催した（平成26年６月20日，
平成27年１月16日）．
⑵事務局体制の整備・充実
・ウェブサイト（www.spo-sun.gr.jp）を活用し
た情報発信を行った．
⑶会員の維持・拡充
・学会パンフレットを作成した．
・会員数（平成27年３月31日現在）は以下の通り
であった．
－正会員433人（前年度比３人増）
－学生会員76人（前年度比５人増）
－賛助会員20団体

株式会社アシックス
アディダス・ジャパン株式会社
株式会社井上ビジネスコンサルタンツ
オリックス株式会社
株式会社サニーサイドアップ
株式会社SHINDO
株式会社GKダイナミックス
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着目して」
　　野条大地（びわこ成蹊スポーツ大学）
優秀賞「�欧州強豪クラブ所属選手の事前経

歴に関する研究」
　　藤井暢之（中央大学）
　　　「�2014年箱根駅伝テレビ中継におけ

る大学広報価値」
　　福川欣希（びわこ成蹊スポーツ大学）
ジュニアの部
最優秀賞「�高機能ソックスの効果の検証：

スポーツ用品業界における産学
連携の可能性」

　　新堀正和（阪南大学）
優秀賞「�プロ野球チームの「強さ」がもた

らす観客数への影響」
　　森山雄大（早稲田大学）

４．セミナー等事業の推進
⑴企画委員会事業
・スポーツ産業学セミナーを８回開催した．
－第17回「野球日本代表“新生「侍ジャパン」”
の事業戦略」
講　　師：�荒木重雄（株式会社スポーツマー

ケティングラボラトリー代表取締
役／一般社団法人日本野球機構特
別参与（侍ジャパン事業戦略担
当））

開 催 日：平成26年５月28日
場　　所：早稲田大学早稲田キャンパス
参加人数：�75人（うち学会員（一般）12人，

非学会員（一般）51人，学生12人）

－第18回「トップアスリートから起業へ　～体
育会系学生やアスリートのキャリアをサポー
トするビジネスの可能性～」
講　　師：�丸山和也（株式会社スポリー代表

取締役）
開 催 日：平成26年７月７日
場　　所：筑波大学東京キャンパス文京校舎
参加人数：�30人（うち学会員（一般）７人，

非学会員（一般）23人）

－第19回「男子バレーボールの中長期展望：大
学の観点から」

－�セミナー「スポーツ産業におけるサービス原
価企画（Service�Target�Costing）の可能性」
岡田幸彦（筑波大学准教授）

－�実行委員会企画セミナー「五輪競技会場周辺
地域の振興に関する課題：日本全土でのレガ
シー形成に向けて」
水野正人氏（�ミズノ株式会社会長／日本ゴ

ルフ協会理事）
立原雅夫氏（川越商工会議所会頭）
間野義之氏（�早稲田大学教授／ 2020組織

委員会参与）
村井　満氏（Ｊリーグチェアマン）
コーディネーター：�中村英仁氏（一橋大学

大学院講師）
－一般研究発表：26題

・第２回冬季学術集会（平成27年２月11日，於・
大阪成蹊大学）を開催した．
－参加人数：108人
－第１部：冬季学術集会2015
テーマ
　スポーツメーカーの仕事
パネリスト
倉本　学（�株式会社アシックスグローバル

フットウェア統括部副統括部長
兼　統括推進部部長）

藤原一彦（�株式会社デサントロジスティク
ス統括部開発部長）

水野利昭（ミズノ株式会社社長室長）
コーディネーター
植田真司（大阪成蹊大学教授）

－第２部：�リサーチ・カンファレンス2015（公
益財団法人笹川スポーツ財団共催）

修論の部
最優秀賞「�学校運動部活動顧問教員のスト

レッサーに関する研究」
　　古川拓也（早稲田大学大学院）
優秀賞「�下肢人工関節患者へのツアープロ

グラムが身体活動に及ぼす影響に
関する研究」

　　先森　仁（神戸大学大学院）
卒論の部
最優秀賞「�プロ野球観戦者の複数の愛着の

関係性：パ・リーグへの愛着に
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講　　師：�松井一晃（Sports�Graphic�Num-
ber編集長）

開 催 日：平成27年１月26日
場　　所：早稲田大学早稲田キャンパス
参加人数：�45人（うち学会員（一般）15人，

非学会員（一般）20人，学生10人）

－第24回「2020年に向けて躍動する日本のベン
チャースピリット」
講　　師：�村口和孝（株式会社日本テクノロ

ジーベンチャーパートナーズ代
表）

開 催 日：平成27年３月10日
場　　所：�順天堂大学本郷・お茶の水キャン

パス
参加人数：�25人（うち学会員（一般）11人，

非学会員（一般）11人，学生３人）

⑵専門分科会事業
・スポーツ法学専門分科会，スポーツ産業史専門
分科会の２分科会に補助した．

⑶その他事業
　なし

５．学会賞について
・第24回総会にて学会賞１編と奨励賞２編の授与
式を行った．
－学会賞（副賞10万円）
「�国民にとってのエリートスポーツの価値：
CVM（仮想市場法）を用いたエリートスポー
ツ政策の貨幣評価」
舟橋弘晃（早稲田大学）
間野義之（早稲田大学）共著
（『スポーツ産業学研究』第23巻第２号掲載）

－奨励賞（副賞各５万円）
「�高校における運動部活動経験と精神的回復
力の関係」
上野耕平（鳥取大学教育センター）
若原優二（鳥取県立米子養護学校）共著
（『スポーツ産業学研究』第23巻第２号掲載）

「�心理的パフォーマンスに対するコレクティ

（公益財団法人笹川スポーツ財団共催）
講　　師：�橋口陽一（前　全日本大学バレー

ボール連盟理事長）
開 催 日：平成26年９月10日
場　　所：日本財団
参加人数：�19人（うち学会員（一般）４人，

非学会員（一般）８人，学生７人）

－第20回「世界共通言語“サッカー”で国境を
超える！～アルビレックス新潟の国際戦略～」
講　　師：�是永大輔（アルビレックス新潟

シンガポールCEO ／アルビレッ
クス新潟バルセロナPresident ／
アルビレックス新潟プノンペン
CEO）

開 催 日：平成26年10月７日
場　　所：順天堂大学お茶の水キャンパス
参加人数：�69人（うち学会員（一般）16人，

非学会員（一般）38人，学生15人）

－第21回「早稲田アスリートプログラム
（WAP）における修学・キャリア支援」

（公益財団法人笹川スポーツ財団共催）
講　　師：�土屋　純（早稲田大学スポーツ科

学学術院教授／競技スポーツセン
ター所長）

開 催 日：平成26年11月21日
場　　所：日本財団
参加人数：�24人（うち学会員（一般）12人，

非学会員（一般）５人，学生７人）

－第22回「ボールを通じて，世界をより楽しく
～サッカーボール市場に起業し，市場シェア
４位になるまで～」
講　　師：��倉林啓士郎（株式会社イミオ代表

取締役社長）
開�催�日：平成26年12月８日
場　　所：筑波大学東京キャンパス文京校舎
参加人数：17人（学会員（一般）４人，非学
会員（一般）11人，学生２人）

－第23回「筋書きのないドラマ“スポーツ”を
通じて人間の面白さを伝える！～『Number』
のこれまでとこれから～」
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「�東京五輪・パラリンピックに向けた大学連携
事業に関する研究」（助成額：100,000円）
北島信哉（東洋大学）

「�震災復興とスポーツイベント：2020東京大会
におけるスポーツを通した心のケアの役割」
（助成額：30,000円）
山本裕依（株式会社トウキョウジュウホウ）

「�障がい者アスリートの活動実体把握と，そ
れに基づく2020TOKYOパラリンピック活性
化と社会意識変化の可能性検討」（助成額：
350,000円）
増田和則（株式会社博報堂執行役員）
宗安博之（株式会社博報堂）
入江謙太（株式会社博報堂）
廣瀬優平（株式会社博報堂）

「交通弱者の移動研究」（助成額：60,000円）
三富貴峰（株式会社GKダイナミックス）
清水尚哉（株式会社GKダイナミックス）
金子太郎（株式会社GKダイナミックス）

「�オリンピック事前合宿地決定に伴うオリン
ピック教育が大学生の職業意識に及ぼす影響：
スポーツ科学系学部・学科に所属する学生を
対象として」（助成額：50,000円）
萩原悟一（日本経済大学）
秋山大輔（日本経済大学）
大下和茂（九州共立大学）

・スポーツ関係学部・学科へのアンケート調査を
実施した．
配付数：136部，回収数：67部（回収率：
49.3%）

・学会のあり方を検討した．

ブ・エフィカシーの関連要因と増強方略」
荒井弘和（法政大学）著
（『スポーツ産業学研究』第23巻第２号掲載）

・第25回総会で授与が予定されている学会賞の候
補論文を選考した．

６．その他
・「2020�TOKYOプロジェクト」を公募し，17件
の応募に対して８件を採択した．助成予定額は
総計823,000円．

「�日本における職業としてのスポーツアナリス
トの現状と2020東京大会を通じた新たな産業
領域としての可能性」（助成額：100,000円）
千葉洋平（�一般社団法人日本スポーツアナリ

スト協会）
渡辺啓太（�一般社団法人日本スポーツアナリ

スト協会）
小倉大地雄（�一般社団法人日本スポーツアナ

リスト協会）
金沢　慧（データスタジアム株式会社）

「�被災地域自治体におけるオリンピック・パラ
リンピック関連事業の準備状況：オリンピッ
クレガシーによる震災復興を達成するために」
（助成額：110,000円）
岩村　聡（東日本国際大学）
上遠野和村（東日本国際大学教授）

「�東京2020開催に伴う東京都民の生活の質（ク
オリティ・オブ・ライフ：QOL）とイベント
への支持に関する縦断的研究」（助成額：200
米ドル）
束原文郎（札幌大学）
佐藤晋太郎（フロリダ大学博士課程）
キキ・カプラニドウ（フロリダ大学准教授）
間野義之（早稲田大学教授）
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科���　　　　�目 予 算 額 決 算 額 差　　額
１．入会金収入 80,000� 102,000� 22,000
ａ. 入会金収入 80,000� 102,000� 22,000
２．会費収入 6,500,000� 7,164,586� 664,586
ａ. 会員会費収入 2,900,000� 3,064,586� 164,586
ｂ. 賛助会員会費収入 3,600,000� 4,100,000� 500,000
３．寄付金・補助金収入 0� 50,000� 50,000 注１）
ａ. 寄付金・補助金収入 0� 50,000� 50,000 注２）
４．販売品収入 1,100,000� 1,699,784� 599,784
ａ. 掲載料・論文抜き刷り代金 1,000,000� 1,574,500� 574,500
ｂ. 図書等販売収入 100,000� 125,284� 25,284
５．事業収入 250,000� 666,000 416,000
ａ. 事業収入 250,000� 666,000 416,000
６．雑収入 4,000� 5,318� 1,318
ａ. 預金利息 1,000� 2,118� 1,118
ｂ. 雑収入 3,000� 3,200� 200

収 入 合 計 7,934,000� 9,687,688� 1,753,688

（資料－２）
⑴平成26年度一般会計収支決算報告書

（平成27年３月31日現在）

　

　
（収入の部）� （単位：円）
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（支出の部）� （単位：円）
科　　　　　目 予 算 額 決 算 額 差　　額

１．学会組織の整備拡充費 740,000 259,126 △480,874
ａ． 理事会会議費 100,000 79,002 △20,998
ｂ． 運営委員会会議費 490,000 19,204 △470,796

（交通費） 480,000 12,720 △467,280
（雑　費） 10,000 6,484 △3,516

ｃ． 各小委員会会議費 0 0 0
ｄ． ホームページ管理費 150,000 160,920 10,920
２．出版事業費 3,000,000 3,006,028 6,028

ａ． 学会誌第24巻２号，第25巻第１号 2,600,000 2,581,956 △18,044

ｂ． 編集費 300,000 339,612 39,612
ｃ． 発送費 100,000 84,460 △15,540
３．学会大会開催費 600,000 600,000 0

ａ． 学会大会開催費交付 150,000 150,000 0

ｂ． 冬季学術集会開催費交付 450,000 450,000 0
４．事業費 400,000 365,841 △34,159
ａ． 企画委員会事業費 300,000 295,841 △4,159
ｂ． 専門分科会事業費 50,000 40,000 △10,000
ｃ． その他事業費 50,000 30,000 △20,000
５．国際交流事業費 0 0 0
ａ． 海外研究者招聘費 0 0 0
６．表彰事業費 200,000 200,000 0
ａ． 学会賞表彰事業費 200,000 200,000 0
７．事務局費（管理費） 3,100,000 3,431,020 331,020
ａ． 交通費 250,000 325,380 75,380
ｂ． 消耗品費 200,000 173,417 △26,583
ｃ． 通信費 200,000 307,259 107,259
ｄ． 会議費 20,000 0 △20,000
ｅ． 人件費 1,800,000 1,707,000 △93,000
ｆ． 雑費 630,000 917,964 287,964
８．予備費 1,050,000 0 △1,050,000
ａ． 予備費 50,000 0 △50,000
ｂ． 特別プロジェクト研究費 1,000,000 0 △1,000,000

支 出 合 計 9,090,000 7,862,015 △1,227,985
収 支 差 額 △1,156,000 1,825,673 2,981,673
前 期 繰 越 金 10,888,345 10,888,345 0
次　期　繰　越　金 9,732,345 12,714,018 2,981,673

注１）「寄付金収入」を「寄付金・補助金収入」に変更した．
注２）同上
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⑵平成26年度大会特別会計収支決算報告書
（平成27年３月31日現在）

（収入の部）� （単位 : 円）
科　　　　　目 予　　算 実　　績 差　　額

１．本会計交付金 600,000 600,000 0
ａ． 学会大会開催費 150,000 150,000 0
ｂ． 国際交流費 0 0 0
ｃ． 冬季学術集会開催費 450,000 450,000 0
２．大会開催収入 1,360,000 1,351,500 △8,500
ａ． 個人参加費 830,000 811,000 △19,000
ｂ． 懇親会費 280,000 213,000 △67,000
ｃ． 協賛金 250,000 290,000 40,000
ｄ． その他 0 37,500 37,500
３．冬季学術集会収入 180,000 130,000 △50,000
ａ． 参加費 50,000 0 △50,000
ｂ． リサーチ・カンファレンス協賛金収入 130,000 130,000 0
４．その他 800 7,019 6,219
ａ． 図書等販売収入 500 6,000 5,500
ｂ． 預金利息 300 1,019 719
ｃ． その他 0 0 0

収　　入　　合　　計 2,140,800 2,088,519 △52,281

（支出の部）
科　　　　　目 予　　算 実　　績 差　　額

１．大会開催費 1,360,000 1,172,732 △187,268
ａ． 会場費 250,000 0 △250,000
ｂ． 懇親会費 250,000 252,212 2,212
ｃ． 大会号印刷費 250,000 219,564 △30,436
ｄ． 講師関係費 300,000 381,403 81,403
ｅ． 外国人講師関係費 0 0 0
ｆ． 実行委員関係費 80,000 29,160 △50,840
ｇ． 事務局経費 220,000 290,393 70,393
ｈ． 予備費 10,000 0 △10,000
２．冬季学術集会開催費 580,000 250,881 △329,119
ａ． 会場費 200,000 0 △200,000
ｂ． 昼食会費 50,000 0 △50,000
ｃ． 要旨集印刷費 100,000 74,640 △25,360
ｄ． 事務局経費 100,000 93,701 △6,299
ｅ． 事業費 130,000 82,540 △47,460
３．大会委員関係費 35,000 0 △35,000
ａ． 交通費 35,000 0 △35,000
ｂ． 会議費 0 0 0
４．印刷費 50,000 0 △50,000
ａ． 報告書印刷費 50,000 0 △50,000
ｂ． 大会案内リーフレット 0 0 0
５．事務局経費 500,000 479,017 △20,983
ａ． 事務局人件費 300,000 353,600 53,600
ｂ． アルバイト代 100,000 114,300 14,300
ｃ． 消耗品費 30,000 0 △30,000
ｄ． 通信運搬費 50,000 8,849 △41,151
ｅ． 雑費 20,000 2,268 △17,732
６．予備費 0 0 0

支 出 合 計 2,525,000 1,902,630 △622,370
収 支 差 額 △384,200 185,889 570,089
前 期 繰 越 金 6,480,626 6,480,626 0
次 期 繰 越 金 6,096,426 6,666,515 570,089
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・『学会ニュース』の発行（No.94 ～ 97，ウェ
ブサイト掲載及び学会誌との合本）

３．学会大会の開催
⑴学会大会
・第24回学大会（平成27年７月25日～ 26日　
於・東京大学本郷キャンパス）の開催

　　テーマ：「2020年TOKYOから魅せるCOOL」
⑵冬季学術集会
・第３回冬季学術集会（平成28年２月11日　於・
愛知大学）の開催

４．セミナー等事業の推進
⑴企画委員会事業
⑵専門分科会事業
⑶その他事業

５．表彰事業
・学会賞の表彰
・学会賞候補論文の選考

６．その他
・2020TOKYOプロジェクト採択研究への助成
・産学連携事業の推進
・学会のあり方の検討

（資料－３）

平成27年度事業計画
１．学会組織の整備・充実・運営に関する事業
⑴会議の開催
・総会（第２５回）
・理事会（第５２回・第５３回）
・運営委員会（２～３回の予定）
⑵事務局機能の整備・充実
・事務局の整備・強化
・ウェブサイト（www.spo-sun.gr.jp）の活用・
充実
・広報活動の充実
⑶会員の維持・拡充
〔参考〕�正会員４３３人，学生会員７６人，賛助会員

２０団体（平成２７年３月末現在）

２．出版事業
⑴学会誌
・学会誌『スポーツ産業学研究』の発行（第２５
巻第２号，第２６巻第１号）
・学会誌『スポーツ産業学研究』掲載論文
を「科学技術情報発信・流通総合システム」
（J-STAGE）にて公開（第２５巻第１号，第２５
巻第２号）

⑵ニュースレター
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科���　　　　�目 予 算 額 前年度予算額 差　　額
１．入会金収入 80,000 80,000 0
ａ. 入会金収入 80,000 80,000 0
２．会費収入 6,800,000 6,500,000 300,000
ａ. 会員会費収入 2,900,000 2,900,000 0
ｂ. 賛助会員会費収入 3,900,000 3,600,000 300,000
３．寄付金・補助金収入 0 0 0 注１）
ａ. 寄付金・補助金収入 0 0 0 注２）
４．販売品収入 1,100,000 1,100,000 0
ａ. 掲載料・論文抜き刷り代金 1,000,000 1,000,000 0
ｂ. 図書等販売収入 100,000 100,000 0
５．事業収入 350,000 250,000 100,000
ａ. 事業収入 350,000 250,000 100,000
６．雑収入 4,000 4,000 0
ａ. 預金利息 1,000 1,000 0
ｂ. 雑収入 3,000 3,000 0

収 入 合 計 8,334,000 7,934,000 400,000

（資料－４）
⑴平成27年度一般会計収支予算書
（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

　

　
（収入の部）� （単位：円）
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（支出の部）� （単位：円）
科　　　　　目 予 算 額 前年度予算額 差　　額

１．学会組織の整備拡充費 580,000 740,000 △160,000
ａ． 理事会会議費 100,000 100,000 0
ｂ． 運営委員会会議費 210,000 490,000 △280,000

（交通費） 200,000 480,000 △280,000
（雑　費） 10,000 10,000 0

ｃ． 各小委員会会議費 0 0 0
ｄ． ホームページ管理費 270,000 150,000 120,000
２．出版事業費 3,000,000 3,000,000 0

ａ． 学会誌第25巻２号，第26巻第１号 2,600,000 2,600,000 0

ｂ． 編集費 300,000 300,000 0
ｃ． 発送費 100,000 100,000 0
３．学会大会開催費 600,000 600,000 0

ａ． 学会大会開催費 150,000 150,000 0

ｂ． 冬季学術集会開催費 450,000 450,000 0
４．事業費 400,000 400,000 0
ａ． 企画委員会事業費 300,000 300,000 0
ｂ． 専門分科会事業費 50,000 50,000 0
ｃ． その他事業費 50,000 50,000 0
５．国際交流事業費 0 0 0
ａ． 海外研究者招聘費 0 0 0
６．表彰事業費 200,000 200,000 0
ａ． 学会賞表彰事業費 200,000 200,000 0
７．事務局費（管理費） 3,370,000 3,100,000 270,000
ａ． 交通費 250,000 250,000 0
ｂ． 消耗品費 200,000 200,000 0
ｃ． 通信費 200,000 200,000 0
ｄ． 会議費 20,000 20,000 0
ｅ． 人件費 1,800,000 1,800,000 0
ｆ． 雑費 900,000 630,000 270,000
８．予備費 873,000 1,050,000 △177,000
ａ． 予備費 50,000 50,000 0
ｂ． 特別プロジェクト研究費 823,000 1,000,000 △177,000

支 出 合 計 9,023,000 9,090,000 △67,000
収 支 差 額 △689,000 △1,156,000 467,000
前 期 繰 越 金 12,714,018 10,888,345 1,825,673
次　期　繰　越　金 12,025,018 9,732,345 2,292,673

注１）「寄付金収入」を「寄付金・補助金収入」に変更した．
注２）同上
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⑵平成27年度大会特別会計収支予算書
（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

（収入の部）� （単位 : 円）
科　　　　　目 予 算 額 前年度予算額 差　　額

１．本会計交付金 600,000 600,000 0
ａ． 学会大会開催費 150,000 150,000 0
ｂ． 国際交流費 0 0 0
ｃ． 冬季学術集会開催費 450,000 450,000 0
２．大会開催収入 1,345,000 1,360,000 △15,000
ａ． 個人参加費 800,000 830,000 △30,000
ｂ． 懇親会費 245,000 280,000 △35,000
ｃ． 協賛金 300,000 250,000 50,000
ｄ． その他 0 0 0
３．冬季学術集会収入 130,000 50,000 80,000
ａ． 参加費 0 50,000 △50,000
ｂ． リサーチ・カンファレンス協賛金収入 130,000 0 130,000
４．その他 6,300 800 5,500
ａ． 図書等販売収入 6,000 500 5,500
ｂ． 預金利息 300 300 0
ｃ． その他 0 0 0

収　　入　　合　　計 2,081,300 2,010,800 70,500

（支出の部）
科　　　　　目 予 算 額 前年度予算額 差　　額

１．大会開催費 2,540,000 1,360,000 1,180,000
ａ． 会場費 1,550,000 250,000 1,300,000
ｂ． 懇親会費 280,000 250,000 30,000
ｃ． 大会号印刷費 230,000 250,000 △20,000
ｄ． 講師関係費 150,000 300,000 △150,000
ｅ． 外国人講師関係費 0 0 0
ｆ． 実行委員関係費 30,000 80,000 △50,000
ｇ． 事務局経費 300,000 220,000 80,000
ｈ． 予備費 0 10,000 △10,000
２．冬季学術集会開催費 580,000 450,000 130,000
ａ． 会場費 200,000 200,000 0
ｂ． 昼食会費 50,000 50,000 0
ｃ． 要旨集印刷費 100,000 100,000 0
ｄ． 事務局経費 100,000 100,000 0
ｅ． 事業費 130,000 0 130,000
３．大会委員関係費 35,000 35,000 0
ａ． 交通費 35,000 35,000 0
ｂ． 会議費 0 0 0
４．印刷費 0 50,000 △50,000
ａ． 報告書印刷費 0 50,000 △50,000
ｂ． 大会案内リーフレット 0 0 0
５．事務局経費 510,000 500,000 10,000
ａ． 事務局人件費 350,000 300,000 50,000
ｂ． アルバイト代 100,000 100,000 0
ｃ． 消耗品費 10,000 30,000 △20,000
ｄ． 通信運搬費 30,000 50,000 △20,000
ｅ． 雑費 20,000 20,000 0
６．予備費 0 0 0

支 出 合 計 3,665,000 2,395,000 1,270,000
収 支 差 額 △1,583,700 △384,200 △1,199,500
前 期 繰 越 金 6,666,515 6,480,626 185,889
次 期 繰 越 金 5,082,815 6,096,426 △1,013,611
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＜改定案＞
　　（事務局）
第29条　事務局は，東京都西東京市東伏見２丁
目７番５号　早稲田大学75－２　体育教室棟
301号室　スポーツビジネス研究所に置く．

　付則
　６�．この会則は，平成27年７月25日より施行す

る．

（資料－５）

会則の改定について
　日本スポーツ産業学会会則の「第７章　補足」
の一部を下記のように改定いたしたく提案する．

＜現行＞
　　（事務所）
第29条　事務局は，当分の間，早稲田大学スポー
ツ産業研究所に置く．

〈平成27年度年会費納入のお願い〉
　現在，平成27年度年会費（正会員・7,000円，学生会員2,000円）の納入受付をしております．どうぞ宜
しくお願い致します．
　　　〔郵便振替〕口座番号　　００１６０－１－６００８９３
　　　　　　　　　加入者名　　日本スポーツ産業学会

　　　〔銀行口座〕①三菱東京UFJ銀行　東京公務部　普通口座　３５７２６９７
　　　　　　　　　②三菱東京UFJ銀行　神田支店　　普通口座　１１９８３１５

〈新会員紹介のお願い〉
　日本スポーツ産業学会の会員数は，現在，個人会員が約500名，賛助会員が18団体です．本学会は，設
立理念にもありますように，産業界，学界，官界と幅広い分野から会員を募り学会活動を進めています．
学会の趣旨に賛同し，ともに研究を進める仲間を募っています．下記事務局にご紹介頂ければ幸いです．
　日本スポーツ産業学会事務局
　　〒202-0021　東京都西東京市東伏見２丁目７番５号
　　　　　　　　早稲田大学７５－２　体育教室棟３０１号室�
　　　　　　　　早稲田大学スポーツビジネス研究所内
　　　　　　　　TEL/FAX：042-461-1241
　　　　　　　　E-mail：jssi＠spo-sun.gr.jp
　　　　　　���　http：//www.spo-sun.gr.jp/

事務局より
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「スポーツ産業学研究第26巻第２号」原稿募集
　「スポーツ産業学研究第26巻第２号」（平成28年９月発行予定）の原稿を募集し
ます．奮って寄稿されるようご案内致します．
１．原 稿 締 切　平成28年２月29日㈪
２．原稿の種類　フォーラム，原著論文（総合研究，理論研究，事例研究，調

査研究）研究ノート，書評，アゴラなど．
３．原稿の採否　編集委員会により投稿分類の妥当性および査読の可否を判定

した後に査読委員が選ばれ査読が依頼される．その査読結果
をもとに編集委員会は原稿の採否を決定し，その結果を投稿
者に通知する．

４．提出する原稿　メールの添付ファイル（ワードかPDF，図表はエクセル可）で
送付のこと．

５．論文の送付先　〒202-0021　東京都西東京市東伏見２丁目７番５号
　　　　　　　　　　　　　　　早稲田大学75－２　体育教室棟301号室
　　　　　　　　　　　　　　　早稲田大学スポーツビジネス研究所内
　　　　　　　　　　　　　　　日本スポーツ産業学会編集委員会
６．執 筆 方 法　「スポーツ産業学研究」投稿規定（学会ホームページ）を参照．

日本スポーツ産業学会　　「学会ニュース№95」
発行日：2015年９月30日
発行者：日本スポーツ産業学会理事長　平田　竹男
編集者：中村　好男，元　　晶煜，岡　浩一朗，梶川　裕矢
　　　　越川　茂樹，児玉　有子，藤田　康範，藤本　淳也
　　　　丸山　剛生，金子佐知子
事務局：〒202-0021
　　　　東京都西東京市東伏見２丁目７番５号
　　　　早稲田大学75－２　体育教室棟301号室
　　　　早稲田大学スポーツビジネス研究所内
　　　　日本スポーツ産業学会事務局
　　　　TEL：042-461-1241
　　　　E-mail：jssi@spo-sun.gr.jp
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